られ ません。 むかし も 寒中に 金魚 を ながめて いた 人 も 

あ つたんで すよ」 

「天水桶に でも 飼って 置い たんです か」 と、 わたし は 

さ 

Irt ヽ ち。 

1 一 11 口 レ / 

「いや、 天水桶の 金魚 は 珍ら しく もありません。 大き 

い 天水桶な らば 底の 方に 沈んで、 寒い あいだで も 凌い 

で いられます からね。 こんにち では 厚い 硝子の 容れ物 

に 飼って、 日 あたりの いいと ころに 出して おけば、 冬 

でも 立派に 生きて います。 しかし 昔 はそんな こと をよ 

く 知らない もんです から、 ビ ー ドロの 容れ ものに 金魚 

を 飼う なんて 贅沢な 人 も 少なかった ようです。 たまに 



たしか 十八に なりましょう。 そんな こと はお 弟子のう 

きちよ 1 つ 

ちで も 其 蝶と いう 人が よく 知っている 害です」 

其 蝶 は 本名 を 長次郎 といって、 惣 八と 同 商売の 尾 張 

屋 という 家の 惣領 息子で あるが、 俳諧に 凝り かたまつ 

て 店の 仕事 は碌々 見向き もしない ので、 おやじが 去年 

死んだ 後、 おふくろ は 親類と 相談の 上で、 妹娘のお 花 

に 婿 をと つて、 其 蝶の 長 次郎は 別居させる ことにな つ 

た。 其 蝶 も 結局 それ を 仕合わせ にして、 若隠居と いう 

ほどの 気楽な 身分で もない が、 ともかくも 柳 原に 近い 

ところに 小さい 家 を 借りて、 店の 方から 月々 いくらか 

の 小遣い を 貰って 暮らして いる。 しかし それだけ では 



るので ございます」 

それ は 例の 金魚の 一 条 であった。 芭蕉と 其 角の 短冊 

は 問題に されなかった が、 金魚の 方 は 心 あたりが ある 

というので、 四、 五日 経って から 惣八は 再び その 模様 

を 探りに 行く と、 其 月 は その 売れ口が あると 云った の 

で、 惣八は よろこんで 帰って、 早速 その 売り主の 元吉 

ひと つが 

というの を 連れて行く ことにな つた。 一番い の 朱 錦 を 

小さい 塗 桶の ような ものに 入れて、 元吉が 大切に かか 

えて 行った。 見た と - J ろ 普通 の 金魚と 変ら な いので あ 

るから、 まず 眼の まえで 試して みなければ ならない と 

いうので、 其 月の 家で はあり あわせの 銅 盥に湯 を 入 



くれないで、 なんでも 贋物 を 売った に 相違ない。 ふだ 

んが 不断 だから、 おまえの 云う こと は 的に ならない と 

…：- J 

「不断よ つぼ どま やかし 物 を 持ち込んで いると みえる 

ね」 

「御 冗談 を .：：. 」 と、 惣八は あわてて 打ち消した。 

「まったく あの 宗匠 は 一国で、 一旦こうと 云い 出した 

が 最後、 なんと 云っても 承知 しないん ですから」 

「それから どうした」 

「どうに もこう にもしょう がありません。 といって、 

あの 宗匠の 家の 出入り を 止められ ると、 これからの 商 



た 呼び出したら すぐに 来て くれ」 

「かしこまりました」 

籠から 放された 鳥の ように、 惣八 は忽々 に 出て 行つ 

た。 そのうし ろ 姿 を 見送って、 半 七 は炉の そばで 煙草 

を 二、 三 服つ づけて 吸って いると、 背の たかい 男が う 

す 暗い 表から 視 いた。 それ は 子分の 松吉 であった。 

「親分、 いま 帰りました」 

「や あ、 御苦労、 寒かったろう。 まあ、 火の そばへ 来 

い」 

「まったく 冷えます ねえ。 風 はない が、 身にしみます _ 

近いうちに 雪 かも 知れません よ」 と、 松吉は 店へ あが つ 



「もうお かまいな さるな。 時に ここのお 弟子さん の 其 

蝶さん は 〔# 「其 蝶さん は」 は 底本で は 「基 蝶さん は 匕 見 

えてい ません かえ」 

「来て います。 呼びましょう か」 

「呼ばな くっても いい。 どこに いるか 教えて 下さい」 

「あれ、 あすこに …… 」 

教えられた 方 を 伸び上がって 視 くと、 狭い 家 だけに 

其の 人 はつい 鼻の さきに 見えた。 彼 は 二つの 死骸に 最 

も 近いと ころに 行儀よ く 坐って、 だまって 俯向いて い 

た。 膝と 膝と が摺れ 合うよう に 坐って いる 人達の あい 

だに、 行燈ゃ 燭台が 幾つ も 置いて あるので、 其 蝶の 蒼 



ちゅうちょ 

彼 は 又す こし 躊躇した。 しかしい つまで 睨み合って 

いても 際限がない ので、 半 七 は 更に 伸び あがって 声 を 

かけた。 

「もし、 其 蝶さん」 

呼ばれても 彼 は 俯向いた ままで 返事 もしなかった。 

「其 蝶さん。 この 方が 呼んで いますよ」 

かの 女房に も 声をかけられて、 其 蝶 は 初めて 顔 を あ 

げた。 かれは 大勢の なか を搔 きわけ て 台所へ 出て 来た。 

「どなたで ございま すか。 どうぞ こちらへ」 と、 彼 は 

うす 暗 い と y j ろ を 透かしながら 丁寧に 云 つ た。 

「少しお まえさん にお 願い 申した いこと があります。 



き 

ながら 先ず 訊いた。 

「どうも わかりません」 と、 其 蝶 は ひくい 溜 息をつい 

た。 

うち 

「ここの 家の こと は お前さんが 一 番 よく 知ってい ると 

いう こと だが、 宗匠 は 人に 遺恨 をう ける ような ことで 

もあります かえ」 

「そんな 心 当り は ございません」 

「 ァ J の) J ろに 何処 へ か 金魚 を 売り込んだ y J とが ありま 

すかえ」 

「そんな はなし は 聞き ましたが、 その 売り 先 はよ く存 

じません」 と、 其 蝶 は 云った。 「なんでも 道具屋の 惣八 



つかんだ ままで、 黙って かれの 顔 を 睨んだ。 其 蝶 も 無 

言で 眼 を 伏せて いた。 

「もういけ ねえ ぜ」 

と、 半 七 は あざ笑った。 

r 番屋 まで 来て 貰おう」 

其 蝶 はもう 覚悟 をき めたら しく、 すなおに 牽 かれて 

表へ 出た。 



て 行く と、 それが 丁度 かの 一件の 晚で、 まだ 宵の 五ッ 

(午後 八 時) 頃だった そうです。 いつもの ように 門 を 

あけて はいると、 四畳半 は 一面の 血 だらけで、 師匠 は 

机の まえに 倒れて いるので、 あっと 思って 立ちす くん 

でし まう と、 三 畳の 女 部屋で 其 蝶さん 其 蝶さん と 呼ぶ 

声が する。 それが お葉 だと は 知りながら、 其 蝶 はた ま 

しいが 抜けた ように 唯 ぼんやりして いると、 やがて 女 

部屋から、 お葉が 出て 来た。 旦那 様 はわた しが 殺して 

しまったと 平気で 云う ので、 其 蝶 はいよ いよお どろき 

ました。 まったく お葉 は 主人 を 殺す つもりで、 其 月が 

俳諧の 点 をして いる 油断 を 見す まして、 うしろから 不 
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